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BCG乱 切 接 種 法 に つ い て

第2報 接種4年 後 まで の ツ ・ア レノンギーの推移

九州大学医学部細菌学教室

武 谷 健 二

(昭 和27年8月21日 受 付)

われわれは第1報 りにおいて,BCG乱 切接種後のツ・ 実 験 方 法

アレルギーの持続及び局所変化を皮内注射法と比較 して 対称集団及び おCG接 種に関する実験方法は前鞭Dに

接種2年 後まで報告し,接 種用菌液の濃度及び乱切長を 述べた通 りである◎

適当にすれば,乱 切法によつて皮内法に劣らぬツ。アレ 接種2年 以後のッ反応は総て予防会製2000倍 ツ液で

ルギ"の 発現と持続が見られ,し かも局所変化が極めて 行い,48時 問後の発赤直径10mm以 上をもつて陽性 と
ど

軽微であることを述べた。 した。接種2年 以後においては,ツ 反応において二重発

さらに長期間のツ。アレルギーの推移について両接種 赤形成者,著 明な硬結を有するもの及び前回のッ反応に

法の比較を行つた報告としては,朽 木2)の3年 までの成 比較 して発赤直径の増加が10mmを 越えるものは一応自譜

覆があり,両 法によりツ。アレルギーの推移に差が見 ら 然感染陽性者 と見倣して統計より除いた。

れないと述べている。一方Heτtzberg3)はaSRaseitthalBCG再 接種は接種1年 後までは ツ反応陰性者に も行

の乱刺法についてツ。アレルギーの推移を接種後5年 ま わなかつたが,そ の後は陰性及び疑陽性者に按種 したの

で観察し,乱 刺法では皮内法に比校 してツ・アレルギー で,こ の再接種者は統計上 ッ反応陰性及び疑陽性者 とし

の持続が短いと報告してお り,一 般に経皮法と皮内法に て取扱つた。

よるツ。アレルギーの持続の長期にわたる比較に関 して 実 験 成 績

は成績が少 く,一 致 した見解に達していない。A.初 接 種 群

著者は前報Dに 報告 した集団について,さ らに接種4比 較の便のため,接 種後2年 までの成覆をもあわせて

年後までのッ。アレルギーの推移を観察したのでこれに 第1表 に示 した。

ついて述べる◎ 劇
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接種後1～3ヵ 月で皮内洪に劣らぬッ反応陽性率を示

していた実験Kの40m"/ec2ヵ 所接種群は,4年 迄の全

経過を通 じて皮内法と同等の陽性率を示 している◎他の

舌し切群は当初よりいずれ も皮内渋に比べて陽性率がかな

わ抵く,経 過中に多少の変動は見られるが,4年 後の陽

性率 も皮内法に劣つている。然 し4年 間にわたるツ。ア

レルギーの減弱傾向は皮内法と乱切法とで特に差は認め

られないcす なわち,接 種後1ヵ 月の陽性率と4年 後の

陽性率との比は,笑 験Mで は皮内法40・7%,乱 切法14.2

～4L8%,実 験Tで は 皮 内 法21・8%乱 切 法21・0～24?

%,実 験Kで は 波 内 法11・7%,乱 切 法6・5～10・4%で あ

つ て,ユOmfl/ee1ヵ 所 群,2emg/ee1ヵ 所 群 の よ うに当

初 よ り皮 内 法 との 陽性 率 の差 の甚 しい群 で は低 下 率 屯や

や 大 きい が,他 の 群 で は 皮 内 法 との聞 に特 に差 は認 めら

れ な い ◎

B.再 接 種 群

接 種 後2年 ま で の成 績 と と もに第2表 に示 す ◎

実験Mの20my/ee2ヵ 所 群,実 験 丁 の40m.9/ec3及

第2表 再 接 種 群
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び4ヵ 所群,コ ぎ'Kの2emg/ee2ヵ 所群,40mg/ec1及

び2ヵ 所群は4年 までの全観察期闘を通 じて皮内法と大

差のない陽性率を示 している姻接種1カ 月後の陽性率に

対する4年 後の陽惟率の比は,実 験Mで は皮内法42%,

乱切法24・7～44・0%実 験Tで は皮内法17・8%,乱 切法

16・3～24・5タ6,実験Kで は皮内法10.1%,乱 切法8・1～

17.4%と なる○ 接種後の経過年 につれて観察例数がか

な り減少しているため,多 少の変動はあるが,以 上の如

く両法でッ・アレルギーの減弱傾向に特に差を認めなか

つた。

総 括 及 び 考 按

1)乱 切接種法によるツ・アレルギ・・の推移を4年 聞

観察 した結果,皮 内法と比較 してツ ・アレルギーの減弱

傾向に特に差異を認めなかつた◎すなわち接種後の経耀

一 一12
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年数に応じて額察爾数がかな り減少しているためある程

度の変動は認められるが,一 般に初,再 接種とも各接種

法による4年 後のッ反応陽性率の大小は,接 種1～3ヵ 月

後のそれぞれの陽性率の大小とほぼ局様の関係にあり・

初,再 接種の別及び接種法の如何を問わず,接 極当初の

陽性率の高いものは4年 後の陽性率 も比較的高く,当 初

の陽性率の低かつたものは比較的低 くなる傾向にある◎

経皮接種後のツ。アレルギ・一一の持続に関しては朽木2)

の 乱切法についての3年 までの襯察 が あ り,皮 内法と

ッ。アレルギーの減弱傾向に差が見られないとい う点で

本実験と一致 した成績を得ている。一方Hertzberg3)は

Resenthalの 乱刺法を皮内法と比較し,5年 開の観察に

おいて乱刺法ではッ・ア レルギーが早期に減弱すると述

べ,わ れわれの成績とは一致 しない・

しかしHertzhergの 実験は本実験及び朽木の実験等

と比較して実験条件がかなり異つている。第1に,比 較

の対称となる両法による接種集団は,皮 内法では1932年

より196年 迄,乱 刺法では明確な記載が見当らないが

おそらく1941年 よ り1944年 迄 に接種された各種集団

の合計であつて,年 令構成,環 境その他も異なつている

と考えられ,i接 種に用いたワクチンも一々異つているわ

けで同一原液より両法用ワクチンを作製 したものではな

いことは勿論である。観察対称の例数 も皮内法では11,

664名 と極めて多数であるのに反 し,経 皮法は僅か701
'名であつて

,又 接種後の経過年数にと屯ない観察数は著

減しており,5年 目の観察数は皮内法で929名,乱 刺法

で{堕か16名 である。次に接種菌量の問題である。皮内

t法ではO・05・-O・125mgを用いており,わ が国における現

行ワクチソに.比べて1.2～3.1倍 量であるのに反 し,乱

刺用ワクチソは15～20mg/ecを 用いていると考えられ,

これは現在慣用されている菌液に比 してや 玉濃度が低

い◎従つて,乱 刺法が皮内法に比べてッ。アレルギーの

発現及び持続が弱いことは当然考えられるわけで,事 実

接種2ヵ 月後の成績を見ても,ツ 反応強陽性群は皮内法

で14・1%で あ るに反 し,乱刺法では僅か5.8%で ある。

以上のようにHertzbergの 実験は両接種法の比較に

関しては,実 験条件がかなり大ざつばであつて,こ の点

を考慮すれば本実験及び朽木の成績の示すように一般に

経皮法によるツ。アレルギーの持続は皮内法に劣らぬと

考えてよいのではないか と思われるが,こ の問題は今後

さらに多 くの笑験成績が得られた後,こ れ等を綜合して

判断を下すことが望ま しい◎

2)一 般 にBCG接 種後のツ・アレルギーの推i移を追

求する場合に考慮すべきは,BCG陽 性者中より経過中

に生ずる自然感染者の鑑別である◎感染の機会が各種接

種法の対称集団について平等 であれば,陽 性率の絶対値

は別として相寿的な比較の点ではあまり問題とならない

が,そ のような保証は囲難であり特定の対称集団に感染

機会の多い可能性 もあり得るので,長 期問にわたる観察

で,特 に感染の機会の多い都市における集団を対称 とす

る場合にはこの点の考慮が必要となる。このために従来,

発病者,X線 所 見者を除 くことは勿論,同一環境の非接種

集団における自然陽転率を対照において考察する法,ツ

反応の強さと推移に着目して鑑別する法等が行われてい

る。最後のッ反応に着目ナ る方法は最 も行い易 く有効な

方法と考えられ るが,従 来主として実験者の感に頼る点

が多 く一般には明確な基準が設けられていない。Hertz-

berg3)は ッ反応による鑑別法として次の如き方法を提

唱し,BCG接 種後の ツ。アレルギーの追求に際 して応

用している◎すなわち,前 回のッ反応と比較 して,Pir・・

quet法 で硬結直径2mm,100倍 旧 ツ皮内注射法で硬結

直経20mm以 上の増強があり,こ の傾両が次回以後に

経続されるものを以つて自然感染者と見倣 してほ黛誤 り

のない結果が得られると述べている。

本笑験においては以上の点を考慮 して,一 応接種2年

以後の観察においては二重発赤形成者,著 明な硬結を示

すもの,前 回のッ反応 より発赤直経が10mm以 上大き

い者を自然感染者と見倣 して統計より除いた。この方法

によつてもなお自然感染者混入の可能性がないわけでは

なく,叉 逆にBCG陽 性者を誤つて統計より除 くことも

あり得ると考えられるが,自 然感染陽性者の大部分を除

くことは可能であり,さ らに接種後4年 間にはいずれの

集団において も数回の学級編成の変更があ つて い るの

で,自 然感染者の混入の可能性は各接種法の対称群で平

等と考えられる。従つて本実験では接種後の経過中の自

然感染陽性者の問題を考慮 しても,な お両接種法による

ツ・アレルギー減弱傾向に差がないといい得 ると考えら

れる◎

3)次 に,BCG皮 内接種3～4年 後のツ反応陽性率

を現在までの諸家の報告と比較して見よう。これに関し

てはわが国においては柳沢4),朽 木2),菅 騨)叉 外国

においてはArons◎n6),Rose}rtha17),Holma8)等 の長期

におたる成績があり,～ 般におが国の成績は諸外国の戊

績に比べてッ。アレルギー減弱の傾向が著 しいが,こ れ

は菌株 ・菌量 ・ワクチン作製法 ・ッ反応実施法等の差異

によるものであろうと考えられている。梛沢の成績にょ

ればBCG皮 内接種後のッ反応陽性率は,3年 後10・7

%,4年 後5・2%で あ り,朽 木の報告では2年5ヵ 月

後72・4%,3年5カ 月後50・6%,文 他 の集団で2年6

カ月～3年 後の成績はそれぞれ28.9%,61.0%,88.1%,

93・3%を 示 しているo菅 野等O・03mp皮 内3ヵ 所分割

接種後 ツ反応を1000倍 ツ液241時 間判定で行い,4年

まで100%の 陽牲率を得ている"本 実験での4年 後の皮

内法での陽性率3&5%,17.8%,IO・O%は 柳沢の報告よ

り高いが朽木,菅 野等の陽性率に劣る◇

この場合,前 述の自然感染腸性者の除外が重要な問題
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となることは勿論である◎前述のように従来,各 研究者

によつてそれぞれの実験においてこの点については一応

の考慮がむわれてはいるが,今 後この種の長期の観察に

おいては,ツ 反応の強さと推移に着目して一定の規準を

設けて客観的にできるだけ自然感染陽牲者を除外するこ

とが望ま しいと考えられる◎

む す び

第1報 に述べた乱切接種法及び皮内接種法によるBC

G接 種集団について,さ らに4年 後までのツ・アレルギ

ーの推移を追求して両法を比較 した。

ツ・アレルギーの追求に際しては.ッ 反応の強さと推

移に満目し,一 定の規準を設けて,こ れによつてできる

たけ経疋中の自然感染陽性者を統計より除 くように努め

たoPt

以上の結 襲,BCG接 種後4年 までのツ 。アレルギ戸

の減弱傾向は皮内,乱 切,両 法において持に差異を認め
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噺 劃 圭な小児疾駄 その附 第2集 拳禦顯 、
本書の第1集 を昭和25年 に上梓 したところ絶讃 を博 し早速諸方面の方々が主要疾患の追加を出1

履するよう要望 されたので第1集 と同様第2集 も一般 医師 。イγij・一ン ・医学生諸君の参考にな

るよう斯界の権誠が可及的新知見を頑介したものである.

本 書 内 容

第1章 赤 痢 第2章 疫 痢 第3章 狸 紅 熱

第4章 泉 熱 第5章 原発性非定型肺炎 第6章 か ぜ

第7章 脳 炎 第8章 早 産 児 第9章 脳性小児麻痺

箆10章 粘液白痴 ・粘液水腫 第11章 精神薄弱症及びi蒙古人様痴呆 第12章 先天性胆道異常

第1集 内 容 定緬450円 〒 実 費

第1章 乳幼児肺炎.第2章 乳児下痢疲 第3章 乳児栄養失調症及び消耗症/「
第4輩 メルラー。パル灘一氏病 第5章 伺 霞 病 第6輩 先天性心臓疾患 ・

第7章 先天性肥馴生幽門狭窄症 第8章 自家中毒症 第9章 化膿性髄膜炎
鋤10章 麻 疹 繁11章 百 日咳 第12章 ヂフテリア

第13-1"liハイネ。メヂソ氏病 獺4章 小児結核 第15章 小児梅竃
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